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７
月
、
８
月
の
活
動 

７
月
１
日
（
金
） 

琵
琶
湖
環
境
美
化
一
斉
清
掃
参
加 

場
所 

ピ
ア
ザ
淡
海
湖
岸
か
ら
膳
所
公
園 

参
加
者 

朝
田
、
美
濃
部
、
藤
村
、
井
上 

              

「
琵
琶
湖
の
日
設
定
３０
周
年
行
事
」
の
一

環
と
し
て
琵
琶
湖
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
、

リ
バ
プ
レ
隊
は
大
津
地
区
に
参
加
し
ま
し

た
。
ピ
ア
ザ
淡
海
湖
岸
に
集
合
後
浜
大
津

方
面
、
膳
所
公
園
方
面
、
湖
岸
に
漂
着
し

た
藻
引
き
上
げ
と
３
班
に
分
か
れ
て
活
動
、

リ
バ
プ
レ
隊
は
膳
所
公
園
方
面
の
ゴ
ミ
回

収
に
参
加
し
ま
し
た
。
湖
岸
遊
歩
道
の
ゴ

ミ
は
少
な
か
っ
た
が
、
湖
岸
石
積
み
付
近

に
は
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
が
あ
り
ま
し

た
。
釣
り
客
の
ポ
イ
捨
て
か
も
？
。 

 

７
月
３
日
（
日
） 

湖
国
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１ 

場
所 

草
津
市
鳥
丸
半
島
多
目
的
広
場 

参
加
者 

美
濃
部
、
後
藤
、
冨
岡 

                    

日
本
青
年
会
議
所
滋
賀
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
主
催
行
事
に
参
加
依
頼
が
あ
り
、
パ
ネ

ル
展
示
及
び
木
工
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

「
び
わ
こ
大
好
き
あ
つ
ま
れ
」“
見
て
聞

い
て
体
験
し
よ
う 

”
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

さ
か
な
君
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
カ
ヌ
ー
体

験
、
ク
イ
ズ
大
会
、
お
魚
タ
ッ
チ
体
験
等

の
イ
ベ
ン
ト
、
及
び
県
下
各
環
境
関
連
団

体
の
パ
ネ
ル
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日

は
琵
琶
湖
博
物
館
無
料
公
開
日
で
周
辺
道

路
は
渋
滞
し
て
、
会
場
内
は
大
勢
の
来
場

者
で
盛
況
で
し
た
。
来
場
者
は
子
供
連
れ

が
多
く
、
パ
ネ
ル
展
示
等
に
は
関
心
は
少

な
か
っ
た
。 

 

７
月
１０
日
（
日
） 

琵
琶
湖
の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

場
所 

ピ
ア
ザ
淡
海 

参
加
者 

美
濃
部
、
冨
岡
、
後
藤
、
藤
村

谷
村
、
朝
田 
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琵
琶
湖
の
日
３０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
び
わ
湖
と
つ
な
が
る 

び
わ
湖
と

生
き
る
」
が
行
わ
れ
、
リ
バ
プ
レ
隊
は
パ

ネ
ル
展
示
、
木
工
作
品
の
展
示
を
行
い
ま

し
た
。 

基
調
講
演 
写
真
家 

今
森
光
彦
氏 

「
里
山 

未
来
に
お
く
る
風
景
」
を
テ
ー

マ
に
写
真
を
交
え
て
講
演
及
び
今
森
さ
ん

と
嘉
田
知
事
と
の
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
二
部 

び
わ
湖
発
〜
環
境
保
全
活
動
等

報
告
会
と
し
て
企
業
報
告 

平
和
堂
、
伊

藤
園
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
活
動 
大
津

逢
坂
小
学
校
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
こ
ど

も
環
境
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
活
動 

ウ

ォ
ー
タ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
琵
琶
の
会
、
世

界
に
羽
ば
た
く
水
技
術 

東
レ
よ
り
発
表

パ
ネ
ル
展
示
は
企
業
、
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

環
境
団
体
、
滋
賀
県
と
各
ブ
ー
ス
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展
示
に
も
嘉
田

知
事
を
始
め
多
く
の
閲
覧
者
が
あ
り
盛
会

で
し
た
。 

《
び
わ
湖
の
日
設
定
に
つ
い
て
》 

湖
沼
な
ど
の
水
中
に
溶
け
て
い
る
窒
素

や
り
ん
な
ど
の
栄
養
塩
類
が
多
い
状
態
に

な
る
こ
と
を
富
栄
養
化
と
い
い
ま
す
。
琵

琶
湖
で
は
富
栄
養
化
が
進
み
、
１
９
７
７

年
（
昭
和
52
年
）
５
月
に
淡
水
赤
潮
が
大

規
模
に
発
生
し
、
水
道
水
の
異
臭
味
障
害
、

養
魚
場
で
の
ア
ユ
、
コ
イ
な
ど
の
斃
死
被

害
な
ど
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
淡
水
赤
潮

の
原
因
の
一
つ
が
合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
て

い
る
り
ん
に
起
因
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、

県
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
合
成
洗
剤
の
使

用
を
や
め
、
粉
石
け
ん
を
使
お
う
と
い
う

運
動
（
石
け
ん
運
動
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県
民
に
よ
る
石
け
ん
運
動
の
盛
り
上
が
り

な
ど
を
背
景
に
１
９
８
０
年
（
昭
和
55

年
）
７
月
１
日
、
滋
賀
県
は
全
国
に
先
駆

け
て
、
琵
琶
湖
の
富
栄
養
化
の
原
因
と
な

る
窒
素
、
り
ん
の
排
出
規
制
等
を
定
め
た

「
滋
賀
県
琵
琶
湖
の
富
栄
養
化
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
（
琵
琶
湖
条
例
）
を
施
行

し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
琵
琶
湖
条
例
の

施
行
１
周
年
を
記
念
し
て
、
７
月
１
日
を

「
び
わ
湖
の
日
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
動
き
は
、
本
県
の
環
境
政
策
の
歴

史
に
残
る
出
来
事
で
あ
り
、
環
境
先
進
県

と
い
わ
れ
る
所
以
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
７
月
に

施
行
さ
れ
た
滋
賀
県
環
境
基
本
条
例
で
、

県
民
お
よ
び
事
業
者
の
間
に
広
く
環
境
の

保
全
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動

へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
７
月
１

日
を
「
び
わ
湖
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。 

 

７
月
２３
日
（
土
）、
２４
日(

日) 

「
水
辺
の
匠 

お
も
し
ろ
ス
テ
ー
ジ
」 

パ
ネ
ル
展
示
、
木
工
教
室
参
加 

場
所 

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
琵
琶 

参
加
者 

朝
田
、
富
田
、
井
上
孝
夫 

山
元
、
美
濃
部
、 

琵
琶
の
会
主
催
行
事 

水
辺
の
匠 

お
も

し
ろ
ス
テ
ー
ジ
が
２
日
間
開
催
さ
れ
、
リ

バ
プ
レ
隊
は
パ
ネ
ル
展
示
、
木
工
教
室
「
フ

ク
ロ
ウ
作
り
に
協
力
参
加
し
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
展
示
は
リ
バ
プ
レ
隊
と
子
供
た
ち
と

を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
木
工
教
室
は
毎

年
好
評
の
フ
ク
ロ
ウ
作
り
を
行
い
、
子
供

た
ち
を
始
め
大
人
の
方
に
も
、
喜
ば
れ
ま

し
た
。 

               

７
月
２４
日
（
日
） 

大
石
川
生
き
も
の
調
査
隊 

場
所 

瀬
田
川
下
流 

大
石
川
河
口
付
近 

参
加
者 

後
藤
、
冨
岡
、
伊
藤
、
中
山
勝

中
山
進
、
美
濃
部 

講
師 
琵
琶
湖
博
物
館
う
お
の
会
中
村
氏 

国
土
交
通
省
淀
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務

所
が
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
（
７
月

２１
日
か
ら
３１
日
）
行
事
と
し
て
、
大
石
川

に
お
い
て
、
小
学
生
に
よ
る
水
生
生
物
調
査

（
ふ
る
さ
と
の
川
（
大
石
川
）
調
査
隊
を
企

画
さ
れ
、
リ
バ
プ
レ
隊
に
協
力
依
頼
が
あ
り

協
力
参
加
し
ま
し
た
。 

                             

当
日
は
台
風
６
号
が
去
り
、
天
候
も
回

復
し
て
真
夏
日
の
午
前
、
大
石
地
区
子
供
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た
ち
５２
名
及
び
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

先
生
等
総
勢
約
１
０
０
名
の
参
加
者
で
し

た
。
調
査
は
講
師
か
ら
調
査
方
法
や
注
意

事
項
の
説
明
を
受
け
た
後
、
６
班
に
分
か

れ
て
大
石
川
に
入
り
、
魚
、
カ
エ
ル
、
カ

メ
等
い
ろ
い
ろ
な
川
の
生
き
も
の
を
捕
ま

え
ま
し
た
。
捕
ま
え
た
生
き
物
の
種
類
か

ら
、
旧
高
橋
よ
り
上
流
は
き
れ
い
な
水
（
水

質
階
級
１
）
下
流
は
少
し
き
た
な
い
水
（
水

質
階
級
Ⅱ
）
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
供
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
生
き
物
に

ふ
れ
、
大
石
川
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
感

じ
、
と
て
も
楽
し
く
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
、
な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
に
は
、
大
石
学
区
自
治
連
合

会
、
大
石
小
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
大
津
市

大
石
支
所
等
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

瀬
田
川
清
掃
活
動 

７
月
１０
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

８
月
１０
日
（
水
） 

参
加
者 

７
月 

後
藤
、
中
山
、
片
山 

藤
田
、
伊
藤
、
富
田
、
朝
田
、
井
上 

地
元
の
方 

１
名
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア

大
学
Ｏ
Ｂ
２
名 

 
 

８
月 

井
上
、
後
藤
、
岩
槻 

中
山
勝
、
谷
村
、
富
田
、
藤
田
、 

朝
田
、
美
濃
部 

地
元
の
方 

１
名
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア 

大
学
Ｏ
Ｂ 

３
名 

 

７
月
８
月
共
に
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
コ

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
周
辺
の
つ
る
草
や
笹
の

刈
り
取
り
整
備
及
び
、
水
天
宮
バ
ス
停
ま

で
の
ゴ
ミ
回
収
を
行
い
ま
し
た
。 

ゴ
ミ
配
収
量
７
月
１１
袋
、
８
月
１５
袋
で

し
た
。 

            
高
橋
川
清
掃
活
動 

７
月
２５
日
（
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

８
月
２５
日
（
木
） 

参
加
者 
７
月 

井
上
、
長
谷
川
、
富
岡
、 

岩
槻
、
渡
邊
、
伊
藤
、
谷
村
、
後
藤
、 

朝
田
、
美
濃
部 

地
元
の
方 

９
名 

 
 

８
月 

岩
槻
、
井
上
、
後
藤
、 

伊
藤
、
美
濃
部
、
朝
田 

地
元
の
方 

８
名 

７
月
８
月
共
に
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
河

川
敷
、
河
川
壁
面
の
雑
草
や
樹
木
が
生
い

茂
っ
て
い
る
為
、
草
刈
り
機
と
手
作
業
で

刈
り
取
り
、
袋
詰
め
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
に
は
大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団
、

東
洋
ゴ
ム
工
業
環
境
基
金
よ
り
、
活
動
を

取
材
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
河
川
に
は
子
魚

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
花
壇
は
女
性

の
方
の
管
理
整
備
に
よ
り
夏
の
花
（
爪
切

り
草
）
が
咲
き
ま
し
た
。 

ゴ
ミ
回
収
量 

７
月 

７１
袋
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
２
袋
、
不
燃
ご
み
１
袋 

 
 

８
月 

７２
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

 
 

１
袋
、、
不
燃
ご
み
２
袋
、
缶
１
袋 

               

参
考 

ヨ
シ
群
落
保
全
条
例 

 

琵
琶
湖
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
ヨ
シ
は
、

古
来
屋
根
葺
き
や
簾
な
ど
、
生
活
の
な
か

で
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
美
し
い
自
然

の
恵
み
と
し
て
県
民
や
訪
れ
る
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
人
々
と
ヨ

シ
と
の
深
い
結
び
付
き
が
、
ヨ
シ
の
刈
り

取
り
を
通
じ
て
ヨ
シ
の
世
代
交
替
を
促
し
、

そ
の
存
続
・
維
持
に
大
き
く
寄
与
し
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
、
私
た
ち
の
生
活
様
式

が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、
ヨ
シ
の
産
業
的

利
用
が
衰
退
し
、
人
々
の
ヨ
シ
に
対
す
る

関
心
は
薄
れ
て
き
ま
し
た
。
ヨ
シ
群
落
は
、

湖
国
ら
し
い
個
性
豊
か
な
郷
土
の
原
風
景

で
あ
り
、
魚
類
・
鳥
類
の
生
息
場
所
、
湖

岸
の
侵
食
防
止
、
水
質
保
全
等
多
様
な
機

能
を
有
し
て
お
り
、
豊
か
な
生
物
相
を
育

み
、
琵
琶
湖
の
環
境
保
全
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
こ
の
よ

う
な
ヨ
シ
群
落
の
多
様
な
働
き
を
見
直
し
、

保
全
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
美
し
い
琵
琶

湖
を
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
平

成
４
年
３
月
30
日
滋
賀
県
琵
琶
湖
の
ヨ

シ
群
落
の
保
全
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
ヨ

シ
群
落
保
全
条
例
」
と
い
う
。
）
を
公
布

し
、
同
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

ヨ
シ
群
落
保
全
条
例
は
、
「
自
然
と
人
と

の
共
生
」
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、

生
態
系
の
保
全
を
積
極
的
に
定
め
た
全
国

で
初
め
て
の
条
例
で
あ
り
、
そ
の
前
文
に

う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
琵
琶
湖
自
身

の
健
全
な
自
然
の
営
み
を
重
視
し
、
そ
の

維
持
と
回
復
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
琵
琶
湖
の
保
全
活
動
の
新
た
な
第

一
歩
と
し
て
湖
辺
の
ヨ
シ
群
落
の
保
全
を

図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
す
。
条

例
で
は
、
ヨ
シ
、
マ
コ
モ
、
ウ
ギ
ヤ
ガ
ラ
、

ガ
マ
等
の
抽
水
植
物
と
こ
れ
ら
と
ヤ
ナ
ギ

類
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
を
ヨ
シ
群
落
と

定
義
し
、
「
守
る
」
「
育
て
る
」
「
活
用

す
る
」
の
３
本
の
柱
と
し
て
施
策
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 
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外
来
魚
の
取
扱
い 

「
外
来
生
物
法
」
で
は
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ン

ド
・
リ
リ
ー
ス
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
「
外
来
生
物
法
施
行
規
則
（
案
）
に

係
る
意
見
と
対
応
の
考
え
方
（
Ｈ
17
年
４

月
22
日
環
境
省
報
道
発
表
資
料
）
」
で
は

リ
リ
ー
ス
禁
止
に
対
し
て
「
各
自
治
体
で

ど
の
よ
う
な
規
制
を
行
う
か
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
体
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
」
と
さ
れ
、
ま
た
「
オ
オ
ク
チ
バ

ス
等
に
係
る
防
除
の
指
針
（
Ｈ
１７
年
６
月

３
日
環
境
省
、
水
産
庁
）
」
で
も
「
キ
ャ

ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
リ
リ
ー
ス
禁
止
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
防
除
水
域
の
状
況
に
応
じ

て
、
当
該
水
域
で
の
必
要
性
等
を
個
別
に

検
討
す
る
こ
と
が
適
切
で
す
」
と
示
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
外
来
生
物
法
施
行
後
も
琵

琶
湖
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
「
滋
賀
県

琵
琶
湖
の
レ
ジ
ャ
ー
利
用
の
適
正
化
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
や

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
「
リ
リ
ー
ス
禁
止
」
で

す
。
釣
り
と
い
う
レ
ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、

琵
琶
湖
の
生
態
系
を
取
り
も
ど
す
取
り
組

み
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
琵
琶
湖
は
多
く
の
固
有
種
が
生
息

す
る
世
界
で
も
有
数
の
古
代
湖
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
貴
重
で
豊
か
な
生
態
系
が
育
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
は
岸
辺
の

魚
類
の
ほ
と
ん
ど
を
ブ
ル
ー
ギ
ル
や
ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
の
外
来
魚
が
占
め
る
よ
う
に
な 

 
 

り
、
少
し
で
も
外
来
魚
を
減
ら
し
て
い
く

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
琵
琶
湖
の
「
外

来
魚
回
収
い
け
す
」
は
、
幅
広
い
釣
り
人

の
協
力
を
得
て
外
来
魚
の
防
除
を
推
進
す

る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

回
収
さ
れ
た
外
来
魚
は
殺
処
分
の
上
、
堆

肥
と
し
て
有
効
利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

外
来
魚
に
関
し
、
外
来
生
物
法
で
禁
止
さ

れ
る
「
生
き
た
ま
ま
の
運
搬
」
と
は
、
当

該
外
来
魚
が
捕
獲
さ
れ
た
水
域
と
同
一

性
・
一
体
性
の
な
い
別
の
場
所
に
運
び
移

す
こ
と
を
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
琵

琶
湖
で
釣
っ
た
外
来
魚
を
、
琵
琶
湖
内
（
漁

港
を
含
む
。
）
に
あ
る
「
回
収
い
け
す
」

に
投
入
す
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

琵
琶
湖
と
同
一
性
・
一
体
性
の
な
い
別
の

場
所
（
例
：
湖
周
道
路
以
遠
で
あ
っ
て
漁

港
の
区
域
外
）
に
外
来
魚
を
生
き
た
ま
ま

運
び
移
す
こ
と
は
違
反
行
為
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
外
来
魚
回
収
い
け
す
に
入
れ
る
た

め
、
釣
り
を
し
て
い
る
間
、
外
来
魚
を
生

か
し
た
ま
ま
バ
ケ
ツ
や
ビ
ク
に
入
れ
て
お

く
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
船

で
釣
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル

を
生
か
し
た
ま
ま
、
湖
上
を
移
動
し
て
湖

岸
の
外
来
魚
回
収
い
け
す
ま
で
運
び
移
す

こ
と
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。  

《
理
事
会
報
告
》 

７
月
１６
日
（
土
） 

 

Ｗ
Ｓ
琵
琶 

出
席
者 

冨
岡
、
伊
藤
、
後
藤
、
谷
村
、

渡
邊
、
井
上
、
朝
田 

今
回
よ
り
新
し
く
理
事
に
就
任
さ
れ
た
井

上
孝
夫
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事 

先
月
の
活
動
報
告 

＊
高
橋
川
清
掃
活
動 

報
告
書
参
照 

＊
瀬
田
川
清
掃
＆
コ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
維

持
管
理 

報
告
書
参
照 

＊
天
ケ
瀬
ダ
ム
ゴ
ミ
調
査 

 

＊
青
年
会
議
所
主
催
行
事 

記
事
掲
載 

＊
琵
琶
湖
の
日
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム 

 

記
事
掲
載 

＊
琵
琶
湖
の
日
清
掃
活
動 

記
事
掲
載 

今
後
の
予
定 

＊
高
橋
川
清
掃
活
動 

記
事
掲
載 

＊
瀬
田
川
清
掃
＆
コ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ 

 

維
持
管
理 

記
事
掲
載 

＊
大
石
川
生
き
物
調
査
隊 

記
事
掲
載 

＊
大
津
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
交
流
会
に
パ
ネ

ル
展
示
参
加 

９
月 

＊
市
民
会
議 

１１
月
２６
日
予
定 

そ
の
他 

＊
損
害
保
険
の
件 

電
動
工
具
等
の
使
用

に
よ
る
保
険
、
承
認 

＊
木
工
教
室
実
施
の
件 

＊
学
習
推
進
協
議
会
連
合
会
瀬
田
ブ
ロ
ッ

ク
炭
会
長
よ
り
リ
バ
プ
レ
隊
活
動
報
告

の
依
頼
が
あ
り
、
了
承
す
る
。 

＊
篠
部
川
水
質
調
査
の
件 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
が

他
の
河
川
よ
り
高
値
で
原
因
は
不
明
で

あ
る
が
ゴ
ル
フ
場
の
関
係
が
あ
る
の
で

は
！ 

 

８
月
２０
日
（
土
） 

 
 

Ｗ
Ｓ
琵
琶 

出
席
者 

冨
岡
、
伊
藤
、
後
藤
、
渡
邊 

井
上
、
朝
田
、
美
濃
部 

議
事 

先
月
活
動
報
告 

＊
高
橋
川
清
掃
活
動 

東
洋
ゴ
ム
環
境
基

金
、
東
氏
が
活
動
取
材
に
来
ら
れ
る
。

リ
バ
プ
レ
隊
の
幅
広
い
活
動
に
関
心
さ

れ
、
今
後
は
更
に
幅
広
い
人
達
の
参
加

が
出
来
る
よ
う
な
企
画
の
要
請
受
け
る
。 

＊
コ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
維
持
管
理
＆
瀬
田

川
清
掃 

物
置
庫
設
置
の
件
は
進
展
な

く
検
討
中
、
そ
の
他
記
事
参
照 

＊
大
石
川
生
き
も
の
調
査
隊 

記
事
参
照 

＊
木
工
教
室
の
件 

６
団
体
出
前
講
座
、

木
工
教
室
を
実
施 

今
後
の
予
定 

＊
高
橋
川
清
掃
活
動 

８
月
２５
日 

＊
コ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
維
持
管
理
＆
瀬
田

川
清
掃 

 
 
 
 

９
月
１０
日 

＊
天
ケ
瀬
ダ
ム
ゴ
ミ
調
査 

９
月
９
日 

＊
瀬
田
川
一
斉
清
掃 

１０
月
２３
日 

実
行
委
員
会
９
月
９
日
開
催
河
川
事
務

所
に
て 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
つ

い
て
説
明
含
む 

＊
９
月
１０
日 

大
津
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

交
流
会 

パ
ネ
ル
展
示
参
加 

＊
市
民
会
議 

１１
月
２６
日 

《
編
集
後
記
》 

台
風
１２
号
の
影
響
に
よ
る
水
害
を
受
け
ら

れ
た
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
の
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

リ
バ
プ
レ
隊
た
よ
り 

編
集
委
員 

冨
岡
、
伊
藤
、
後
藤
、
渡
邊
、
美
濃
部 


